
２０１９年  １月  ２７日 

 主 日 礼 拝 

①８時半  ②10 時半     ③19 時 

 司  会  ①石井師  ②石井 秀人兄  ③石井師 

奏  楽 

祈  祷  ①石井師  ②寺澤 政枝姉  ③石井師 

賛  美  聖歌４５４番 & ～聖霊の主よ～ 

詩篇２３篇 

聖  書  ①マタイによる福音書４章２３～２５節                                                                            

      ②コリント人への第一の手紙３章１８～２３節 

特別賛美  聖歌隊有志 聖歌３６１番「にいどしの朝」 

メッセージ  ①「聖霊の力に驚かされて」大川従道牧師                                                                                                                                      

      ②「謙虚な心を忘れない」石井 潤牧師 

献  金  聖歌３９７番 ＆ ～イエス愛します・感謝の心～ 

祝  祷             〔献金当番：青木姉・寺澤千姉〕 

お知らせ                  【司会者】 

賛  美  ～見よ、わたしは新しいことをする～ 
 

礼拝にお越しくださった皆様を心よりご歓迎いたします！ 
《今週のお知らせ》 

１．本日昼食後１時～、聖歌隊の練習が行われます。新聖歌隊員大募集中！！ 

２.明日午前11時20分～,長野市の寺澤千鶴子姉宅にて家庭集会が行われます。 

３．今週の祈祷会：☆明朝６時～、早天祈祷会。☆木曜朝 10 時半、夜 7 時半、 

メッセージは小林詩音先生（大和祈祷会映像）。☆土曜夜８時～,準備祈祷会。 

４．金曜夜７時～、ユース･クラブ･アップ開催(上田市消防団第二分団詰所２Ｆホール)。 

５．来週の日曜礼拝では、誕生祝福式。午後は聖書の学び会があります。 
         

一年に一回聖書を完読できる！Bible Reading Plan 〔１/２７～２/３〕 

Date 日 月 火 水 木 金 土 日 

旧約 
出エジプト記 
１３－１５章 

１６－ 
１８章 

１９－ 
２１章 

２２－ 
２４章 

２５・ 
２６章 

２７・ 
２８章 

２９・ 
３０章 

３１－ 
３３章 

新約 
マタイ１９ 
：１－１５ 

１９：１６ 
－３０ 

２０：１ 
－１６ 

２０：１７ 
－３４ 

２１：１ 
－２２ 

２１：２３ 
－４６ 

２２：１ 
－２２ 

２２：２３ 
－４６ 

チェック 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 

２/10(日):聖餐式/執事会 14(木):大手家庭集会 

24(日):聖歌隊 25(月):長野家庭集会 



 
 
 
 
 
 
 

「あなたがたは神の住いであって、あなたがたの中には、神の聖霊が宿っておられ
ることを知らないのか。だから、神の住いを壊す人がいたら、神の罰を受けないで
はおかない。神の住いは聖なるものであり、実に教会は神の住いである。」 

コリント人への第一の手紙３章16,17節〔現代訳〕 
 

聖書の主人公は神様ご自身です。だから、聖書を読むときには神様ご自身の前に「謙

虚な心」で素直に真実に聞かなければなりません。 

大川先生が私たち献身者たちに何度も教えてくださっているメッセージがあります。それは、

先生ご自身が師である車田先生から教えて頂いたお言葉でもありますが、それは、ヤコブ書

３章１７節に登場する「温順」という日本語で、英語では「yieldness」（「譲歩」とも訳せる。

「yield」でアメリカでは交通標識で相手に道を「譲る」という時に用いている）。これは神様ご

自身に自分の心をお譲りすることの大切さを語っています。合わせて二つのクリスチャンに必

要な心構えとして、➀teachable personality「教えられやすい心」…どんな人からも素直に

教わる心の大切さ。➁unlearned people「まるで学んでいないかのような謙虚な人」…しっか

りと学んでいるのだけれど、まだまだもっともっと飢え渇いて学ぶ心を持つ大切さ。これらを、何

度も教えていただき大きな宝となっています。 

また、クリスチャンとして、この世の中で生きることの難しさ、霊的になるということはどういう

ことか？と考えた時に、大川先生のメッセージの中で大きな意味を持っている内容として、

「純粋性の埋没」という言葉があります。クリスチャンとして、純粋に、ピュアに生きていかなけ

ればならないのですが、純粋さを追求すればするほど、私たちはこの世から孤立してしまい

「純粋性の孤立」になってしまいやすい。また、この世で証しをしていくために、この世に入りす

ぎて、ミイラ取りがミイラになるということになり、「妥協の埋没」ということにもなりやすい。しかし、

そうではなく、とにかく純粋な信仰を持ちながらも、この世の中でしっかりと証しをして、輝いた

生き方をしていくということはかなりの緊張感を持ち続けなければならないために、苦しい生き

方でもあります。だからこそ、私たちは神様の前に謙虚になり、あわれみを求め続けて、祈り

続けていく存在となるべきである。 

クリスチャン生活は片手うちわで出来る内容ではないということは事実ですが、それを通し

て与えられる永遠の祝福の世界と、この地上における人間性の成長という点で、本当に大

きな意味を与えることができるのです。何のために生きるのか？何のために人は努力するの

か？その意味を与え続けてくれるのが信仰の世界、聖書の世界、神さまが私たちにお与え

になっている素晴らしい冒険に満ちた生涯ではないでしょうか！ 

「謙虚な心を忘れない」 
～神さまがお与え下さっている冒険の生涯へ進む道～ 


